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研究成果の概要：　本研究は、住宅等の構造用製材となる国産木材の有節材において、節が多く見た目が悪い、
または構造材として使用に適さないと判断され利用されない製材について、有効活用するための基礎データの収
集を行った。木材は人工的材料とは異なり不均質な材料であり、樹種によってもその差異が存在する。そのた
め、サーモグラフィを使用し、節周りの局所的なひずみを可視化した。
試験体は、能登アテとし、科学的根拠はなく現場技術者の経験に基づいて建材として使用可能か否かの2種類を
判断してもらい比較を行った。データは縦圧縮試験でひずみゲージを貼付け、サーモグラフィの撮影は20ｋN
毎、最大荷重後は10秒ごとに取得した。

研究分野： 工学Ⅲ(土木・建築工学系)
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研究成果の学術的意義や社会的意義
実験した全ての試験体において、負荷開始初期は実験前温度との変化は見られないが、最大荷重の約2/3を超え
たあたりから局部温度上昇が発生した。局部温度上昇位置には割れが発生し、特に節周りや節と節をつなぐ間に
現れる傾向が見られた。最大荷重後の温度変化において最大温度の直前10～20秒あたりから急激な温度上昇が見
られた。節周りに貼り付けたひずみの変化量が少ない場合は温度変化量も少なく、最大荷重後の変化量も少ない
傾向が見られた。これらから、目視では確認ができなかった破断モード店の早期発見が可能になり、せん断が走
る位置の推察の実用化が期待できる。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 

 本研究は、住宅等の構造用製材となる国産木材の有節材において、節が多く見た目が悪い、
または構造材として使用に適さないと判断され利用されない製材について、有効活用するため
の基礎データを収集することにある。木材は人工的材料とは異なり不均質な材料であり、樹種
によってもその差異が存在する。そのため、サーモグラフィを使用し、節周りの局所的なひず
みを可視化することを目的とした。 

 試験体は、繊維方向長さ 360 ㎜、120 ㎜角の能登アテとし、化学的根拠はなく現場技術者の
経験に基づいた基準で建材として使用可能か否かの 2 種類を判断してもらった。木材には節周
りにひずみゲージを貼付け、温度測定にはサーモグラフィを使用し、縦圧縮試験を行った。サ
ーモグラフィの撮影は 20kN ごと、最大荷重後は 10 秒ごとに取得した。 

 

２．研究成果 
 使用した全ての試験体において最大荷重前に局部温度上昇が見られ、その位置には割れが生
じ、とくに節周りや節と節との間に現れる傾向が見られた。使用可能、否の材いずれも局部温
度上昇の発生後からひずみが急増し始める傾向があり、ひずみの増加が少ないものは、ひずみ
ゲージ部の温度上昇も少ない傾向があった。このことから、荷重が弾性域を超え、試験体が破
壊し始めた時に熱が発生すると考えられる。一般的に降伏点が存在するとされている最大荷重
の約 2/3 にあたる荷重ではなく、約 7/8 にあたる荷重で局部温度上昇が見られたことは、試験
体に発生した割れ及びその割れによる熱が、試験体表面に至るまでの時差によるものであると
考えられる。今回の実験結果では、使用可能、否の材との違いが見られたのは、若干使用可能
の木材の方が最大荷重からの割合から見ると低い段階で現れた局部温度上昇の発生であった。 

 

図 1．構造材として使用可能と判断した材料 

図２．構造材として使用不可と判断した材料 
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